


　DPI（障害者インターナショナル）日本会議は、1986年の結成以降、障害当事者が主体となり、国内外においてすべての障害者の権利確立と、自立した個人としての生活を保障する社会を創ることを目標として、制度・政策に対する提言等の活動と国際交流を積極的に展開しています。

　DPI日本会議は、毎年、全国の都市を持ち回りで、その地域の障害当事者等の仲間や自治体の協力や支援を得ながら、全国集会を開催しています。
本年は「ともに生きる～だれも取り残されない社会へ～」というテーマを掲げ、6月1日(金)、2日(土)に開催することになりました。目下、DPI日本会議と地元の神奈川実行委員会において準備を進めております。

　19名の尊い命が奪われた史上最悪の「津久井やまゆり園障害者殺傷事件」から2年が経とうとしています。社会を揺るがすこの事件は、障害者を社会の隅に押しとどめ、戦後の効率的、生産的な社会を作る過程に「活用」された優生思想が、日本社会に深く、複雑に存在してきたということを、改めて突き付けました。
　障害者権利条約批准から4年が経過しました。条約は、障害を持つ私たちの地域での自立生活を権利として謳っていますが、地域の人や様々なコミュニティーと出会えない「インクルーシブ」とは程遠い生活を送っている、送らされている仲間たちの「真の解放」に向けて、取組みを強めていかなければなりません。
　更に、「優生思想」によって、強制的に不妊手術を受けさせられた仲間たちが、声を出し始めています。これまでDPI女性障害者ネットワークや女性団体の取組みの結果、国連から出された「強制的不妊手術の被害者の調査、被害者への謝罪、補償を」という勧告を無視し続けてきた日本政府ですが、宮城県での被害者家族の提訴により、一気に全国的な波紋が広がっています。国会でも被害補償を視野に、超党派での議連も誕生しました。その動きのスピードは、私たちも驚くほどですが、いずれにしても今後、国の責任において、全国の自治体での調査を進め、徹底した実態解明、謝罪、補償が実現していくように、丁寧かつ迅速な取組みを求めていかなければなりません。
　今集会においては、「取り残され、人権をはく奪された仲間たち」の悔しい思いを共有しながら、優生思想との闘いをあらためて確認し、具体の取組みを論議していきたいと思います。また、とても重要な課題として、今秋に向けて国の動きも注視しながら、「障害者基本法の改正」についても議論を深め、機運を盛り上げていきたいと考えます。
　地元の仲間のご努力により、「神奈川」という地で今集会を開催できることを感謝し、障害者権利条約が求めるインクルーシブ社会に一歩ずつ確実に近づいていけるよう、その扉を開き続けていきたいと思います。神奈川大会で多くの仲間や支援者の皆さんと集い、学びを深めていくことを楽しみにしております。
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